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❶
病
院
、
病
後
児
保
育
の

充
実
、
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
、

体
調
不
良
児
対
応
型
保
育
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

広
報
紙

へ
の
掲
載
、
保
護
者
へ
の
一

層
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
ま
た
、

体
調
不
良
児
対
応
型
は
、
次

年
度
松
井
ケ
丘
保
育
園
に
看

護
師
を
２
名
確
保
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。

　

❷
保
育
所
の
保
育
時
間
を

延
長
す
る
考
え
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
も
実
施
し
て
い
る
の
で
、

現
在
行
う
予
定
は
な
い
。

　

❸
市
職
員
の
持
っ
て
お
ら

れ
る
専
門
知
識
を
市
民
の
方

に
教
え
る
出
前
講
座
の
充
実
、

周
知
徹
底
を
す
べ
き
で
あ
る
。

市
の
考
え
は
。

　

市
長
公
室
長　

今
後
、
所

属
と
調
整
を
進
め
、
庁
内
体

系
化
し
た
形
で
再
整
備
し
、

市
民
へ
の
周
知
を
図
り
た
い
。 　

❹
窓
口
の
一
元
化
、
案
内

窓
口
の
設
置
な
ど
、
市
役
所

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び

改
善
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　

市
民
部
長　

窓
口
一
元
化

は
、
施
設
の
改
修
、
職
員
設

置
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題

等
の
課
題
が
多
く
、
現
状
で

は
非
常
に
難
し
い
。

　

総
務
部
長　

窓
口
案
内
も

必
要
で
は
な
い
か
と
認
識
し

て
い
る
。

　

❺
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー

な
ど
の
本
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
拡
大
な

ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

気
運
が
高
ま
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

❻
市
営
住
宅
の
申
し
込
み

時
に
お
け
る
特
定
目
的
に
よ

る
優
先
入
居
の
追
加
を
す
べ

き
で
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

　

建
設
部
長　

住
宅
困
窮
度

以
外
の
母
子
家
庭
、
高
齢
世

帯
な
ど
の
特
定
の
理
由
を
優

先
条
件
に
加
え
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

　

❼
中
学
生
の
自
転
車
通
学

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

　

教
育
部
長　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
身
を
守
る
た
め
に
い
か
に

必
要
で
あ
る
か
、
理
解
で
き

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

　

❸
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
、
短
期
間
に
発
生
し
て
い

る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止

に
む
け
て
の
取
り
組
み
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情

報
や
家
庭
で
の
備
え
に
つ
い

て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲

載
し
、
基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

そ
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

　

❹
本
市
の
地
形
は
西
高
東

低
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
園

や
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
表

を
掘
り
下
げ
る
な
ど
し
て
、

一
時
的
に
雨
水
を
溜
め
て
浸

水
被
害
や
洪
水
を
防
ぐ
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。

　

危
機
管
理
監　

学
校
は
災

害
時
の
避
難
場
所
、
ま
た
公

園
は
仮
設
住
宅
用
地
の
必
要

性
が
あ
り
、
切
り
下
げ
は
考

え
て
い
な
い
。

　

❶
耐
震
診
断
制
度
を
利
用

し
て
も
、
耐
震
改
修
ま
で
に

至
る
ケ
ー
ス
は
、
わ
ず
か
２

件
で
あ
る
。
原
因
は
費
用
負

担
が
か
さ
む
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
部
分
的
に

倒
壊
を
防
ぐ
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
に
対
す
る
助
成
制
度
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

　

危
機
管
理
監　

耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
は
寝
室
な
ど
補
強
し
、

住
宅
が
倒
壊
し
た
場
合
、
居

住
者
の
命
を
守
る
確
率
が
高

い
。
該
当
す
る
住
宅
と
助
成

内
容
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

❷
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
麻

疹
・
風
疹
の
予
防
接
種
と
同

時
接
種
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
で

あ
る
が
、
任
意
接
種
の
た
め
、

費
用
負
担
が
大
き
い
。
補
助

な
ど
の
対
応
策
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
麻
疹
・
風
疹
予
防

接
種
率
が
第
３
期
に
お
い
て

は
向
上
し
た
が
、
そ
れ
に
比

べ
て
第
４
期
は
接
種
率
が
低

い
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
京
都
府
に
、
第
３
期
が

向
上
し
た
本
市
の
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
の
公
費
に
よ
る
助
成

は
考
え
て
い
な
い
。
定
期
予

防
接
種
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
部
長　

第
４
期
の
対

象
者
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
教
育
委
員
会
と
し

て
の
指
導
は
困
難
だ
が
、
第

３
期
の
中
学
１
年
生
の
こ
の

時
期
に
、
感
染
予
防
や
自
分

の
健
康
を
守
る
た
め
の
指
導

を
十
分
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

❷
天
津
神
川
の
府
道
に
か

か
る
水
路
橋
の
安
全
性
は
。

　

建
設
部
長　

平
成
21
年
度

は
、
天
津
神
川
の
府
道
及
び

Ｊ
Ｒ
線
の
交
差
部
の
水
路
橋

の
補
修
工
事
が
、
京
都
府
で

実
施
さ
れ
る
予
定
。

　

❸
天
津
神
川
と
防
賀
川
の

交
差
部
の
改
修
は
。

　

建
設
部
長　

具
体
的
な
改

修
方
法
に
つ
い
て
検
討
中
。

　

❹
一
休
寺
周
辺
の
開
発
に

対
し
て
の
景
観
対
策
は
。

　

建
設
部
長　

宅
地
の
擁
壁

や
今
後
建
て
ら
れ
る
建
築
物

の
外
壁
、
屋
根
な
ど
の
意
匠

に
つ
い
て
、
一
休
寺
か
ら
の

眺
望
に
配
慮
し
た
計
画
に
な

る
よ
う
に
業
者
指
導
す
る
。

　

❺
一
休
寺
周
辺
の
開
発
に

　

❶
３
川
撤
廃
へ
（
天
津
神

川
）
の
進
捗
状
況
は
。

　

建
設
部
長　

将
来
的
に
切

り
下
げ
改
修
も
視
野
に
入
れ
、

今
後
と
も
府
に
要
望
す
る
。

対
す
る
水
路
問
題
は
。

　

建
設
部
長　

石
ノ
前
排
水

路
整
備
工
事
と
整
合
性
を
十

分
に
勘
案
す
る
中
で
、
業
者

に
よ
る
改
修
工
事
を
行
っ
た

後
に
、
造
成
工
事
に
着
手
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

　

❻
手
原
川
の
通
学
路
の
安

全
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

　

建
設
部
長　

長
尾
谷
大
欠

線
と
の
交
差
部
か
ら
、
通

称
薪
墓
橋
ま
で
の
間
、
約

１
５
０
㍍
の
道
路
の
拡
幅
整

備
な
ど
恒
久
的
な
対
策
と
し

て
検
討
し
、
平
成
21
年
度
に

用
地
測
量
を
含
む
現
地
測
量

を
実
施
す
る
予
定
。

　

❼
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
消

防
活
動
支
援
隊
の
充
実
は
。

　

消
防
長　

消
防
支
援
隊
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

57
名
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た

め
、
約
90
名
の
増
員
を
図
る
。

　

❽
南
部
地
域
に
消
防
分
署

の
設
置
を
。
特
に
、
山
間
部

に
お
け
る
救
急
車
の
配
置
は
。

　

消
防
長　

救
命
率
向
上
の

観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
応

急
的
な
措
置
と
し
て
、
天
王
、

高
船
、
打
田
地
区
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

❾
山
手
幹
線
（
同
志
社
山

手
〜
精
華
北
間
）
の
進
捗
状

況
は
。

　

建
設
部
長　

本
年
２
月
か

ら
、
事
業
化
準
備
の
た
め
の

基
準
点
の
測
量
に
、
京
都
府

が
着
手
し
、
平
成
28
年
度
の

完
成
予
定
で
あ
る
。

　

❶
「
水
取
バ
イ
パ
ス
」
開

通
に
向
け
て
の
現
状
と
本
市

の
姿
勢
を
問
う
。
本
整
備
事

業
は
着
工
か
ら
18
年
、
い
ま

だ
に
開
通
に
至
っ
て
い
な
い
。

完
成
後
は
大
型
車
両
の
規
制

も
合
わ
せ
て
、
早
期
完
成
を

京
都
府
へ
更
に
強
く
働
き
か

け
、
普
賢
寺
小
学
校
前
の
安

全
対
策
を
図
る
べ
き
。

　

建
設
部
長　

府
は
22
年
度

を
事
業
完
了
目
標
に
設
定
し

て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
残

る
用
地
買
収
へ
の
協
力
を
行

う
中
で
、
本
事
業
促
進
に
向

け
、
積
極
的
に
早
期
開
通
に

向
け
努
力
し
た
い
。

　

❷
「
三
山
木
地
区
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
」
に
関
し

て
課
題
対
策
と
、
51
街
区
へ

の
公
共
施
設
建
設
に
向
け
て

の
具
体
的
基
本
構
想
と
今
後

の
考
え
を
問
う
。

　

建
設
部
長　

南
部
地
域
の

核
拠
点
と
し
て
、
本
市
の
総

合
計
画
に
基
づ
き
整
備
事
業

を
進
め
て
い
る
。
51
街
区
に

つ
い
て
は
、
南
部
地
域
全
体

の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
庁
内
で
検
討
を
重
ね

て
お
り
、
施
設
整
備
方
針
が

決
定
し
た
時
点
で
市
有
地
分

を
有
効
活
用
し
、
こ
の
中
に

公
共
施
設
の
建
設
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

❸
「
京
田
辺
市
バ
ス
交
通

等
検
討
委
員
会
」
の
現
状
と

今
後
の
本
市
の
考
え
を
問
う
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

バ
ス
検
討
委
員
会
か
ら
提
言

を
受
け
、
十
分
そ
の
趣
旨
を

尊
重
し
、
で
き
る
だ
け
早
い

機
会
に
方
向
性
を
示
せ
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

　

❹
職
員
研
修
の
一
環
と
し

て
実
施
し
た
、
庁
舎
玄
関
の

窓
口
案
内
に
関
し
、
次
回
実

施
の
計
画
と
概
要
を
問
う
。

　

総
務
部
長　

次
回
は
管
理

職
を
含
む
本
庁
勤
務
者
約

２
５
０
名
を
対
象
に
、
５
月

に
実
施
す
る
予
定
。

　

❺
法
人
税
を
中
心
と
し
た
、

新
年
度
減
収
見
込
み
に
対
す

る
本
市
の
財
政
対
策
は
。

　

総
務
部
長　

世
界
的
経
済

不
況
で
、
本
市
に
お
い
て
も

法
人
市
民
税
を
始
め
税
収
の

大
幅
減
収
が
予
想
さ
れ
、
市

税
等
収
納
率
向
上
対
策
推
進

本
部
を
中
心
に
、
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
取
り
組
み
の
ほ

か
、
遊
休
資
産
の
売
却
等
の

財
源
対
策
や
ゼ
ロ
予
算
事
業

推
進
に
総
合
的
に
取
り
組
む
。
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